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授業科目　音楽

◆前期　　◆後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

◎演奏会

フランスの歌コンサート 2009． 6．27 会場・電気文化会館ホー
ル
主催・名古屋二期会フラ
ンスの歌研究会

ビゼー作曲・オペラ「カルメン」より“ハバ
ネラ”、“セギディーリア”、“ジプシーの歌”

Make a Wish
ヴォーカル・チャリティー
コンサート
―難病の子ども達に愛を―

2009．10．28 会場・電気文化会館ホー
ル
主催・難病の子どもを支
援する名古屋の音楽家達

ボーイト作曲・オペラ「メフィスト・フェレ」
より“いつかの夜、暗い海に”

フランスの歌コンサート 2009．12．12 会場・IMYホール
主催・名古屋二期会フラ
ンスの歌研究会

マスネ作曲・オペラ「マノン」より“さようなら、
私たちの小さなテーブルよ”、フォーレ作曲“ス
プリーン”

名古屋丸の内ロータリーク
ラブ創立 15 周年記念コン
サート

2010． 3．13 会場・名古屋クレストン
ホテル
主催・名古屋丸の内ロー
タリークラブ

名古屋丸の内ロータリークラブの 15周年記念
コンサートとして行われた。團伊玖磨作曲「舟
唄」他 5曲

◎講演会

結の会設立 10周年記念講演
会

2009． 5．27 会場・岐阜県民会館
主催・岐阜県国民健康保
険団体連合会、結の会

「健康作りと音楽」―発声音楽療法の実習―

老健施設協会「2009 年度　
愛知県大会」

2009． 6．25 会場・メルパルク
主催・老人健康保険協会
愛知県支部

「高齢者の健康と音楽療法の関わり」

第 11回「昔ばなしセミナー」 2009． 8． 2 会場・愛知県青年の家
主催・昔ばなし研究会

「昔ばなしと歌唱の関係について」―発声の理
論と実習―

「保育士のための歌唱指導と
発声について」

2009．11．11 会場・東浦市立石浜保育
園
主催・東浦町役場

保育士の現場での正しい発声について歌唱指
導・理論と実習を教授した。幼児の為の歌唱
指導法公開。

「保育士実技研修」
―正しい歌の歌い方発声法
を学ぶ―

2010． 2．16 会場・三好サンアート
主催・三好市役所子育て
支援課

幼児教育指導者を対象とした発声法の講習会
を実施した。

「保育士実技研修」 2010． 3．12 会場・清須市廻間保育園
主催・清須市役所

幼児教育指導者を対象とした発声法の理論と
実習を行った。

◎審査員

「新進演奏家紹介コンサート
オーディション」

2009．10．12 会場・名古屋市音楽プラ
ザ
主催・名古屋フィルハー
モニー交響楽団

名古屋を中心とした若手演奏家の登竜門とし
てのコンサートオーディションの審査を行っ
た

子ども発達学科教授　三輪　弘美
1．研究活動

2．教育活動（教育実践上の主な業績）　　大学院授業担当　■有　□無
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3．学会等および社会における主な活動
名古屋二期会 1980． 4～現在 会員・各種演奏会に多数出演

名古屋二期会フランスの歌研究会 2005． 4～現在 会長・あらゆるジャンルのフランスの歌を研究し
発表

日本音声言語医学会 2001． 9～現在 会員・言語発声障害治療法を研究

日本子ども社会学会 1996． 4～現在 会員・子ども社会について研究

日本音楽療法学会 2004． 9～現在 会員・音楽療法技術の研究

日本音楽療法協会 2002． 4～現在 会員・音楽療法技術の研究

日本国際飢餓対策機構 1996． 1～現在 音楽ボランティアとして参加支援

音楽科教科書をベースに、教科内容を歌
唱、合唱、笛、合奏創作に分け、学生に
創意工夫をさせ、指導法を公開させた。
指導力の強化と教科内容の工夫に重点を
置き学生の力を増強。

名古屋市指定音楽教科書 1年～ 6年
文科省学習指導要領（音楽科編）

授業科目　声楽研究Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

◆前期　　◆後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

学生のレベルに応じた訓練と教科内容で、
個人レッスンを行っている。フースラー
式発声法の習得と、イタリア・ベルカン
トによる共鳴法を基礎から教授し、その
作品に応じた表現法の工夫を研究させて
いる。声楽基礎技術の習得と、それを基
にした人格の涵養に務めている。

コンコーネ 50 番、25 番。イタリア歌曲
集Ⅰ、Ⅱ。日本名歌 100 曲集Ⅰ、Ⅱ。ベッ
リーニ、ロッシーニ、ヴェルディ、ドニ
ゼッティ各歌曲集。シューベルト、シュー
マン、シュトラウス、フォーレ各歌曲集。
イタリアオペラ、フランスオペラ。その他。

授業科目　声楽研究Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ（重唱を含む）

◆前期　　◆後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

この授業を取る学生は、音楽教育専攻の
学生である。そこで発声の基礎を確立し、
将来、音楽指導者として児童生徒の前に
立つことを目標に歌唱教育を行っている。
音楽する心、歌う心を育むことを学生に
教授している。

コンコーネ 50 番、25 番。イタリア歌曲
集Ⅰ。日本名歌 100 曲集Ⅰ、Ⅱ。ベッリー
ニ、ヴェルディ、ロッシーニ各歌曲集。
イタリアオペラ。フランスオペラ。その他。




